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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第87期
第２四半期
連結累計期間

第88期
第２四半期
連結累計期間

第87期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

受注高 (百万円) 72,601 82,727 147,129

売上高 (百万円) 62,931 57,969 151,794

経常利益又は経常損失（△） (百万円) △554 △2,290 4,239

当期純利益又は四半期純損失
（△）

(百万円) △613 △1,735 2,124

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △1,818 △1,927 650

純資産額 (百万円) 77,939 77,323 79,833

総資産額 (百万円) 143,632 139,506 158,501

１株当たり当期純利益金額又は
四半期純損失金額（△）

(円) △8.56 △24.27 29.67

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 54.2 55.4 50.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3,895 △1,892 11,554

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,326 △1,021 2,610

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,120 △638 △1,883

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 37,930 41,585 45,135

　

回次
第87期
第２四半期
連結会計期間

第88期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純損失金額（△） (円) △3.00 △8.44

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．受注高及び売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第87期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４．第87期第２四半期連結累計期間及び第88期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失金額が計上されているため記載して

おりません。

５．第87期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、希薄化効果を有

しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まてれい

る事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

EDINET提出書類

三機工業株式会社(E00107)

四半期報告書

 3/22



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、新たに契約した重要な契約等はありません。

　なお、日本アバイア株式会社との販売契約について契約の更新（自平成23年７月　至平成24年７月）を、

フィシア・バブコック・環境社との技術受入契約について契約の延長（至平成24年７月）を、またヴィア

ストア・システムズ社との技術援助契約について契約の更新（自平成23年７月　至平成24年７月）をして

おります。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期（平成２３年４月～９月）のわが国経済は、東日本大震災による景気の急激な落込みか

ら、サプライチェーンの復旧により持ち直しの動きが見られるものの、円高の進行や海外経済の減速懸念

を受けて、景気回復は穏やかなテンポとなりました。

  建設投資につきましては、震災に伴う企業の設備投資の先送りなどから国内の民間工事は低水準で推

移し、公共工事も減少を続けるなど全体の工事量が低迷するなかで、受注価格競争は激しさを増しており

厳しい事業環境が継続しております。

  このような状況のなかで、当社グループでは、今期からスタートした中期経営計画（SANKI VITAL PLAN

90th）で掲げました『総合エンジニアリングをつうじて省エネルギー・新エネルギーシステムの普及を

促進し、快適な低炭素社会の実現に貢献する。』という経営理念の達成に向けて、取り組みを開始しまし

た。

  受注面では、工事採算を重視しつつ、受注量の確保に向けて省エネ提案等の提案営業を積極的に推進

し、受注拡大を図ってまいりました。その結果、主体の建築設備事業の受注高は、589億円余と前第２四半

期連結累計期間を4.4％上回りました。また、プラント設備は環境システム事業で水処理施設の受注が増

加した結果、226億円余と前第２四半期連結累計期間を60.7％上回りました。不動産事業は、賃貸物件の賃

料引下げの影響から14億円余と前第２四半期連結累計期間を30.1％下回りました。その結果、全体の受注

高は827億円余と前第２四半期連結累計期間を101億円余上回り13.9％増加となりました。

  売上高につきましては、建築設備事業は、継続して注力してまいりました小口リニューアル工事は増加

しましたが、震災に伴う建築等の工事進捗の遅れや機器調達の遅れによる進行基準売上高の減少が影響

して457億円余と前第２四半期連結累計期間を10.0％下回りました。プラント設備は、機械システム事業

及び環境システム事業とも前期を上回り、合計で109億円余と前第２四半期連結累計期間と比較し9.1％

増加となりました。また、不動産事業は14億円余と前第２四半期連結累計期間を30.1％下回りました。そ

の結果、全体の売上高は579億円余と前第２四半期連結累計期間と比較し7.9％の減収となりました。
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以上の結果、翌四半期への繰越高は、全体で977億円余となり、前第２四半期連結会計期間末に比べて

11.9％の増加となりました。

　利益面につきましては、当社グループをあげて手持ち工事の原価低減、経費削減による収支の改善に取

り組みましたが、建築設備事業の工事進捗遅れに伴う売上高の次期ずれによる落ち込みをカバーするこ

とができず、さらに不動産事業の賃料引下げの影響も加わり、営業損失は23億5千8百万円（前第２四半期

連結累計期間　営業損失8億1千4百万円）、営業外損益を加えた経常損失は22億9千万円（前第２四半期連

結累計期間　経常損失5億5千4百万円）となりました。これに特別利益として固定資産売却益等合計1億1

千3百万円を計上し、特別損失として投資有価証券評価損2億8千3百万円及び災害による損失7千7百万円

等合計4億7百万円を計上しました。以上の結果、法人税等調整後の四半期純損失は17億3千5百万円（前第

２四半期連結累計期間　四半期純損失6億1千3百万円）となりました。
　

なお、「建築設備事業」につきましては、従来の「建設設備事業」から名称を変更しておりますが、セ

グメント情報に与える影響はありません。
　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 建築設備事業

　受注高は前第２四半期連結累計期間を4.4％上回る589億8千3百万円、売上高は前第２四半期連結

累計期間を10.0％下回る457億7千9百万円、セグメント損失（経常損失）は27億5千7百万円（前第

２四半期連結累計期間はセグメント損失9億7千3百万円）となりました。

② 機械システム事業

　受注高は前第２四半期連結累計期間を36.0％上回る64億5千4百万円、売上高は前第２四半期連結

累計期間を16.3％上回る43億8千3百万円、セグメント損失（経常損失）は3億5千万円（前第２四半

期連結累計期間はセグメント損失5億4千万円）となりました。

③ 環境システム事業

　受注高は前第２四半期連結累計期間を73.3％上回る161億4千6百万円、売上高は前第２四半期連結

累計期間を4.7％上回る65億3千3百万円、セグメント損失（経常損失）は7億2千7百万円（前第２四

半期連結累計期間はセグメント損失5億5千3百万円）となりました。

④ 不動産事業

　売上高は前第２四半期連結累計期間を30.1％下回る14億5千4百万円、セグメント利益（経常利

益）は前第２四半期連結累計期間を44.3％下回る7億1千7百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は924億1百万円となり、前連結会計年度末に比べて182

億7千6百万円、率にして16.5％減少、また固定資産は471億5百万円となり、前連結会計年度末に比べて7億

1千8百万円、率にして1.5％減少いたしました。その結果、総資産は1,395億6百万円となり、前連結会計年

度末に比べて189億9千4百万円、率にして12.0％減少いたしました。

流動資産の減少の主な要因は受取手形・完成工事未収入金等が減少したことによるものであります。

これは当社グループの売上高は期末に集中するため、各四半期連結会計期間末の受取手形・完成工事未

収入金等は、前連結会計年度末と比べて減少するという季節的変動によるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は457億6千6百万円となり、前連結会計年度末に比べて

157億7千7百万円、率にして25.6％減少、また固定負債は164億1千6百万円となり、前連結会計年度末に比

べて7億6百万円、率にして4.1％減少いたしました。その結果、負債合計は621億8千3百万円となり、前連結

会計年度末に比べて164億8千4百万円、率にして21.0％減少いたしました。

流動負債の減少の主な要因は支払手形・工事未払金等が減少したことによるものであります。これは

流動資産の減少要因と同様に、各四半期連結会計期間末の支払手形・工事未払金等は、前連結会計年度末

と比べて減少するという季節的変動によるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における純資産は773億2千3百万円となり、前連結会計年度末に比べて25

億1千万円、率にして3.1％減少いたしました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末残高に比べ35

億5千万円減少（前年同期比36億5千4百万円の増加）して、415億8千5百万円となりました。当第２四半期

連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減の要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動によるキャッシュ・フローは、18億9千2百万円の減少

（前年同期比57億8千7百万円の減少）となりました。これは主に税金等調整前四半期純損失によるもの

であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動によるキャッシュ・フローは、10億2千1百万円の減少

（前年同期比33億4千7百万円の減少）となりました。これは主に有形固定資産及び投資有価証券の取得

によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において財務活動によるキャッシュ・フローは、6億3千8百万円の減少

（前年同期比4億8千1百万円の増加）となりました。これは主に配当金の支払いによるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な

変更および新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費は673百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 192,945,000

計 192,945,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 74,461,156同左
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 74,461,156同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

― 74,461,156― 8,105 ― 4,181
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

三井生命保険株式会社
（常任代理人　日本トラスティ・
サービス信託銀行株式会社）

東京都千代田区大手町２－１－１
（東京都中央区晴海１－８－11）

7,000 9.40

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１－６－６ 6,078 8.16

明治安田生命保険相互会社
（常任代理人　資産管理サービス信
託銀行株式会社）

東京都千代田区丸の内２－１－１
（東京都中央区晴海１－８－12）

6,000 8.06

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１－８－11 2,868 3.85

日本マスタートラスト信託銀行株式
会社（信託口）

東京都港区浜松町２－11－３ 2,734 3.67

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口９）

東京都中央区晴海１－８－11 2,457 3.30

三機共栄会 東京都中央区明石町８－１ 2,443 3.28

シービーエヌワイデイエフエイイン
ターナショナルキャップバリュー
ポートフォリオ
（常任代理人　シティバンク銀行株
式会社）

３８８　グリニッジストリート　ニューヨーク
　ニューヨーク　１００１３　米国
（東京都品川区東品川２－３－14）

1,603 2.15

三機工業従業員持株会 東京都中央区日本橋室町２－１－１ 1,125 1.51

ノーザントラストカンパニーエイブ
イエフシーリノーザントラストガン
ジーアイリッシュクライアンツ
（常任代理人　香港上海銀行東京支
店）

５０　バンクストリート　カナリーワーフ　ロ
ンドン　Ｅ１４　５ＮＴ　英国
（東京都中央区日本橋３－11－１）

1,105 1.48

計 ― 33,413 44.87

(注)  １　上記のほか当社所有の自己株式2,930千株（3.9％）があります。

２　当第２四半期会計期間末現在における、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）、日本マス

タートラスト信託銀行株式会社（信託口）、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９）の

信託業務に係る株式数は、当社として把握することができないため記載しておりません。

３　三機工業従業員持株会は、平成23年10月17日に住所を東京都中央区明石町８－１に変更しております。

４　三井住友トラスト・ホールディングス株式会社から平成23年９月12日付で大量保有報告書（変更報告書）

が提出され、平成23年９月６日現在で共同保有者４社がそれぞれ以下の株式を所有している旨の報告があ

りましたが、当社としては当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができないため、

上記大株主の状況には含めておりません。なお、その大量保有報告書（変更報告書）の内容は次のとおり

であります。

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

住友信託銀行株式会社 大阪市中央区北浜４－５－33 1,549 2.08

中央三井アセット信託銀行株式会社 東京都港区芝３－23－１ 772 1.04

日興アセットマネジメント株式会社
東京都港区赤坂９－７－１　ミッドタウン・
タワー

101 0.14

ＣＭＴＢエクイティインベストメン
ツ株式会社

東京都港区芝３－33－１ 880 1.18

計 ― 3,302 4.43
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

― ―
普通株式 2,930,000

完全議決権株式(その他) 普通株式 71,393,000 71,393 ―

単元未満株式 普通株式 138,156 ―
一単元（1,000株）
未満の株式

発行済株式総数 74,461,156 ― ―

総株主の議決権 ― 71,393 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式510株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
三機工業株式会社

東京都中央区日本橋室町
２－１－１

2,930,000― 2,930,000 3.9

計 ― 2,930,000― 2,930,000 3.9

(注)  当社は、平成23年10月17日に住所を東京都中央区明石町８－１に変更しております。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」

（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 31,137 28,635

受取手形・完成工事未収入金等 58,276 41,471

有価証券 13,998 12,999

未成工事支出金 1,652 2,912

原材料及び貯蔵品 391 468

繰延税金資産 2,415 3,355

その他 2,963 2,693

貸倒引当金 △158 △135

流動資産合計 110,677 92,401

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 46,718 46,721

減価償却累計額 △33,628 △33,978

建物・構築物（純額） 13,089 12,742

機械、運搬具及び工具器具備品 4,369 4,319

減価償却累計額 △3,648 △3,708

機械、運搬具及び工具器具備品（純
額）

721 610

土地 4,517 4,486

リース資産 242 283

減価償却累計額 △21 △33

リース資産（純額） 220 249

建設仮勘定 － 91

有形固定資産合計 18,548 18,181

無形固定資産

のれん 71 35

その他 415 399

無形固定資産合計 486 435

投資その他の資産

投資有価証券 14,727 14,348

長期貸付金 541 484

前払年金費用 8,065 7,858

繰延税金資産 121 127

敷金及び保証金 1,524 2,003

保険積立金 1,129 950

その他 3,617 3,648

貸倒引当金 △938 △930

投資その他の資産合計 28,788 28,489

固定資産合計 47,824 47,105

資産合計 158,501 139,506
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 44,961 29,335

短期借入金 5,507 5,419

リース債務 24 29

未払法人税等 761 85

繰延税金負債 8 17

未成工事受入金 3,237 5,518

賞与引当金 2,159 1,835

役員賞与引当金 41 35

完成工事補償引当金 729 539

工事損失引当金 222 400

本社移転費用引当金 269 226

その他 3,620 2,321

流動負債合計 61,544 45,766

固定負債

長期借入金 0 －

リース債務 225 251

繰延税金負債 2,274 2,190

退職給付引当金 9,197 8,672

役員退職慰労引当金 478 542

債務保証損失引当金 25 22

その他 4,921 4,736

固定負債合計 17,123 16,416

負債合計 78,667 62,183

純資産の部

株主資本

資本金 8,105 8,105

資本剰余金 4,181 4,181

利益剰余金 67,802 65,530

自己株式 △1,934 △1,935

株主資本合計 78,154 75,881

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,740 1,526

繰延ヘッジ損益 4 －

為替換算調整勘定 △111 △84

その他の包括利益累計額合計 1,633 1,442

新株予約権 45 －

純資産合計 79,833 77,323

負債純資産合計 158,501 139,506
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(2)【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高

完成工事高 60,850 56,515

不動産事業等売上高 2,081 1,454

売上高合計 62,931 57,969

売上原価

完成工事原価 55,025 51,656

不動産事業等売上原価 777 708

売上原価合計 55,803 52,365

売上総利益

完成工事総利益 5,824 4,858

不動産事業等総利益 1,303 745

売上総利益合計 7,128 5,604

販売費及び一般管理費 ※1
 7,942

※1
 7,962

営業損失（△） △814 △2,358

営業外収益

受取利息 36 40

受取配当金 254 223

その他 207 94

営業外収益合計 498 357

営業外費用

支払利息 48 43

持分法による投資損失 40 34

為替差損 48 67

工事補修費 28 69

その他 70 75

営業外費用合計 238 290

経常損失（△） △554 △2,290

特別利益

固定資産売却益 － 41

投資有価証券売却益 － 25

新株予約権戻入益 － 45

特別利益合計 － 113
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

特別損失

災害による損失 － 77

固定資産除却損 27 17

投資有価証券評価損 92 283

本社移転費用 － 28

貸倒引当金繰入額 16 －

退職給付制度改定損 62 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 67 －

特別損失合計 265 407

税金等調整前四半期純損失（△） △820 △2,584

法人税、住民税及び事業税 92 53

法人税等調整額 △298 △901

法人税等合計 △206 △848

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △613 △1,735

四半期純損失（△） △613 △1,735

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △613 △1,735

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,140 △214

繰延ヘッジ損益 － △4

為替換算調整勘定 △64 27

その他の包括利益合計 △1,205 △191

四半期包括利益 △1,818 △1,927

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,818 △1,927

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △820 △2,584

減価償却費 702 671

のれん償却額 35 35

退職給付制度改定損 62 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 67 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △30

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,446 △317

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △52 64

工事損失引当金の増減額（△は減少） △75 178

受取利息及び受取配当金 △290 △263

支払利息 48 43

持分法による投資損益（△は益） 40 34

有形固定資産売却損益（△は益） － △41

投資有価証券売却損益（△は益） － △25

売上債権の増減額（△は増加） 18,360 16,795

未成工事支出金の増減額（△は増加） 1,931 △1,258

仕入債務の増減額（△は減少） △14,412 △15,613

未成工事受入金の増減額（△は減少） 208 2,280

その他の流動負債の増減額（△は減少） △558 △1,393

その他 203 93

小計 4,004 △1,332

利息及び配当金の受取額 296 263

利息の支払額 △41 △37

法人税等の支払額 △488 △786

法人税等の還付額 123 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,895 △1,892

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △50

有形固定資産の取得による支出 △236 △357

有形固定資産の売却による収入 3 76

投資有価証券の取得による支出 △10 △239

投資有価証券の売却による収入 － 46

投資有価証券の償還による収入 1,000 －

貸付けによる支出 △35 △19

貸付金の回収による収入 50 67

保険積立金の払戻による収入 1,574 196

その他 △18 △742

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,326 △1,021

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △165 6

長期借入金の返済による支出 △187 △94

自己株式の取得による支出 △222 △0

リース債務の返済による支出 △6 △13

配当金の支払額 △539 △536

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,120 △638

現金及び現金同等物に係る換算差額 △23 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,077 △3,550

現金及び現金同等物の期首残高 32,825 45,135

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の
増加額

27 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 37,930

※１
 41,585
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【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しています。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

偶発債務 　 　 偶発債務 　 　

下記の借入金について債務保証を行っています。 　下記の借入金について債務保証を行っています。

呼吸器・アレルギー
18百万円

　呼吸器・アレルギー
17百万円

センターＥＳＣＯ㈱ 　センターＥＳＣＯ㈱

上記保証額は連帯保証分であるため、当社グループ
負担額を記載しています。

上記保証額は連帯保証分であるため、当社グループ
負担額を記載しています。

　

(四半期連結損益及び包括利益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日 （自　平成23年４月１日
至　平成22年９月30日） 至　平成23年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

従業員給料手当 2,722百万円 従業員給料手当 2,684百万円

賞与引当金繰入額 871 　 賞与引当金繰入額 816 　

役員賞与引当金繰入額 25 　 役員賞与引当金繰入額 35 　

退職給付費用 381 　 退職給付費用 324 　

役員退職慰労引当金繰入額 99 　 役員退職慰労引当金繰入額 96 　

貸倒引当金繰入額 12 　 減価償却費 223 　

減価償却費 223 　 　 　 　

　 　

２　当社グループの売上高は、主たる事業である設備
工事事業において、契約により工事の完成引渡し
が第４四半期連結会計期間に集中しているため、
第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計
期間における売上高に比べ、第４四半期連結会計
期間の売上高が著しく多くなるといった季節的変
動があります。

２　　　　　　　　　同左
 

 

 
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係（平

成22年９月30日現在）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係（平

成23年９月30日現在）
　 　

　 現金預金勘定 27,931百万円 　　 現金預金勘定 28,635百万円 　
　

取得日から３ヶ月以内に償還期限の
到来する短期投資（有価証券）

9,999　
　

　

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △50　 　
　 　　 取得日から３ヶ月以内に償還期限の

到来する短期投資（有価証券）
12,999　

　
　

現金及び現金同等物 37,930　 　
　

　
　 　 　 　 　　 現金及び現金同等物 41,585　 　
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日
定時株主総会

普通株式 539 7.50平成22年３月31日 平成22年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月10日
取締役会

普通株式 536 7.50平成22年９月30日 平成22年12月10日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 536 7.50平成23年３月31日 平成23年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月11日
取締役会

普通株式 536 7.50平成23年９月30日 平成23年12月９日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）２

建築設備
事業

機械
システム
事業

環境
システム
事業

不動産
事業

計

売上高 50,8553,769 6,237 2,08162,943 △11 62,931

セグメント利益又は損失
（△）

△973 △540 △553 1,287 △780 226 △554

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額226百万円には、各報告セグメントに配分していない全社損益９百万

円、社内上各セグメントに配賦した金利負担の戻入額216百万円が含まれております。なお、全社損益の主なも

のは、各セグメントに帰属しない未成工事支出金勘定の調整額、全社費用の配賦差額などであります。

　　２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益及び包括利益計算書の経常損失と調整をおこなっておりま

す。

　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
（注）２

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）３

建築設備
事業
（注）１

機械
システム
事業

環境
システム
事業

不動産
事業

計

売上高 45,7794,383 6,533 1,45458,150△181 57,969

セグメント利益又は損失
（△）

△2,757 △350 △727 717 △3,118 827 △2,290

（注）１ 「建築設備事業」につきましては、従来の「建設設備事業」から名称を変更しておりますが、セグメント情報

に与える影響はありません。

　　２ セグメント利益又は損失（△）の調整額827百万円には、各報告セグメントに配分していない全社損益671百万

円、社内上各セグメントに配賦した金利負担の戻入額156百万円が含まれております。なお、全社損益の主なも

のは、各セグメントに帰属しない未成工事支出金勘定の調整額、全社費用の配賦差額などであります。

　　３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益及び包括利益計算書の経常損失と調整をおこなっておりま

す。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △8.56円 △24.27円

　(算定上の基礎) 　 　

　四半期純損失(△)(百万円) △613 △1,735

　普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

　普通株式に係る四半期純損失(△)(百万円) △613 △1,735

　普通株式の期中平均株式数(千株) 71,660 71,531

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの

概要　　　

―――――― 平成18年ストック・オプ

ション（平成18年６月28

日定時株主総会決議）

新株予約権の数　782個

普通株式　　　　782千株

なお、平成23年７月25日を

もって権利行使期間を終

了したため、当第２四半期

連結会計期間末では全て

失効しております。

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失が

計上されているため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

中間配当に関する取締役会の決議は、次のとおりであります。

(1)決議年月日 平成23年11月11日

(2)中間配当金総額 536,479,845円

(3)１株当たりの額 7円50銭

(4)支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成23年12月９日

　　 (注)　平成23年９月30日現在の株主名簿に記録された株主に対し、支払いを行ないます。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月10日

三機工業株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員 　
公認会計士    森　　　　　行　　一    印

業務執行社員 　

　
指定有限責任社員 　

公認会計士    堺    　    昌    義    印
業務執行社員 　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三機

工業株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな

い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する

ことが含まれる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において

一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手

続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三機工業株式会社及び連結子会社の平成23年

９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
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(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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